
特定（産業別）最低賃金の改定
山形県「特定（産業別）最低賃金」    【発行日：2022年12月25日】
ポンプ・圧縮機器、一般産業用機械・装置、
他に分類されないはん用機械・装置、化学
機械・同装置、真空装置・真空機器製造業

時間額 919円 前年比
＋31円

電子部品・デバイス・電子回路、電気機械
器具、情報通信機械器具製造業 時間額 903円 前年比

＋31円

自動車・同附属品製造業 時間額 919円 前年比
＋31円

自動車整備業（自動車分解整備の業務に
従事する者に限る） 時間額 923円 前年比

＋31円

山形県「地域別最低賃金」    【発行日：2022年10月6日】

すべての労働者に適用されます 時間額 854円 前年比
＋32円

連合山形第35回年次大会

舩山整会長 芳野友子連合会長

舟山康江参議院議員

大会宣言提案
岩城京子執行委員

横山伸一
大会運営委員長

発言者
三澤裕特別代議員（県退連）

功労者表彰
丹野忍前副会長

大会議長
小池玲子代議員（電機連合）と保科充孝代議員（県教組）

石黒覚立憲民主党県連代表吉村美栄子山形県知事

芳賀道也参議院議員

新 役 員 紹 介

2023年度活動補強方針を決定
　11月９日、大手門パルズにて、新型コロナウイルス感染拡大防止対策として出席代
議員数を50％に制限し「第35回年次大会」を開催しました。
　来賓の連合本部の芳野友子会長、吉村美栄子山形県知事、石黒覚立憲民主党山形県
連代表が挨拶。国民民主党山形県連会長の舟山康江参議院議員と芳賀道也参議院議員
は臨時国会中のためビデオによるメッセージを頂きました。
　議事では、2022年度一般活動と会計決算の報告、2023年度活動補強方針(案)と予
算(案)、そして帳簿外口座と認定された口座内残高を2023年度一般会計に繰り入れる
提案を全会一致で決定しました。
　また、退任・欠員による役員の補充選出(案)が承認され、副会長に古川和彦氏（情報労連）、副事務局長に石川正樹氏（ＵＡゼンセン）、執行
委員に松田大輔氏（情報労連）が就任しました。
　私たちの暮らしは、コロナ禍、物価高、円安で深刻な影響を受けています。連合山形は、すべての働く仲間の暮らしを守るため、2023春季
生活闘争勝利、第20回統一地方選挙勝利に向けて団結して取り組んでいきます。
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 青年委員会
「第33回総会」

講師　防災士、山形県議会議員　梅津ようせい氏

「学習会」地域における防災対策

10/24  女性委員会
「第34回総会」

講師　山形労働局雇用環境・均等室　升川禎子氏

総会の様子（左）と2023年度役員（右） 総会の様子（左）と2023年度役員（右）

「学習会」職場におけるハラスメント対策

10/26

芳野　と寒河江　　　が懇談連合
会長

山形県経営者
協会会長

　芳野連合会長は、年次大会での挨拶後に山
形メディアタワーを訪問。山形県経営者協会
の寒河江浩二会長と懇談し芳野会長は、「労働
者や生活者を取り巻く環境はコロナ禍、物価
高、円安の三重苦だ。価格転嫁からの賃上げ
を実現して、経済を回すことが重要だ」と

2023春
季生活闘
争に向け
た取り組
みに理解
を求めま
した。

連合本部「２０２３春季生活闘争方針」決定
定昇相当分含め５％程度の賃上げめざす！
スローガン「くらしをまもり、未来をつくる。」

●ＧＤＰも賃金も物価も安定的に上昇する経済へとステージを転換し望ましい未来をつくっていくことが必要
だ。「未来づくり春闘」を深化させ、国・地方・産業・企業の各レベルで、日本の経済・社会が直面する問題
に対する意識の共有化に努め、ステージを変える転換点とする必要がある。
●物価上昇によって働く仲間の生活は苦しくなっており、賃上げへの期待は大きい。とりわけ、生活がより厳し
い層への手当てが不可欠であり、規模間、雇用形態間、男女間の格差是正を強力に進める必要がある。
●企業内での格差是正の取り組みに加え、サプライチェーン全体で、生み出した付加価値とともにコスト負担も
適正に分かち合うことを通じ、企業を超えて労働条件の改善に結びつけていく。
●各産業の「底上げ」「底支え」「格差是正」の取り組み強化を促す観点とすべての働く人の生活を持続的に維持・
向上させる転換点とするマクロの観点から、賃上げ分を３％程度、定昇相当分（賃金カーブ維持相当分）を含
む賃上げを５％程度とする。

概  要

　11月９日、第35回年次大会におき
まして副事務局長に選出頂きました、
石川正樹と申します。出身単組はおー
ばん労働組合です。2015年結成時よ
り非専従として組合活動に従事させて
いただきました。今後は「働くことを
軸とする安心社会」確立に向けて「相
談しやすい身近な頼れる存在」を目指
し、単組での経験を少し活かしながら
連合運動を切り開いていく所存でござ
います。何分経験・知識不足でござい
ますので皆様のご指導ご鞭撻のほど宜
しくお願い申し上げます。共にがんば
りましょう！

　連合山形副会長にご承認をいただき
ました、情報労連の古川和彦です。こ
れまでも連合山形執行委員として皆さ
んと一緒に活動してきましたが、今後
も引き続き次代への引継ぎも含め連合
運動の発展に少しでも寄与できたらと
思っています。どうぞよろしくお願い
します。

　情報労連の松田大輔と申します。こ
のような大役は初めての経験となりま
すので、皆様のご迷惑とならないよう
尽力してまいります。長引くコロナ禍
と各種世界情勢の先行き不透明感等に
よる円安や物価高が進む中で、働く者
の生活改善と可処分所得の向上は喫緊
の課題と認識します。また来春の統一
地方自治体選挙についても大きな取組
みとなります。2023春季生活闘争な
らびに統一地方自治体選挙必勝に向け
て、ともに頑張りましょう！よろしく
お願いいたします。

※連合山形「2023春季生活闘争方針」は２月10日「第３回執行委員会」で決定します。
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